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迎

春

旧
年
中
は
皆
様
の
ご
厚
情
を
賜
り
有
難
く
存
じ
上

げ
ま
す
。

本
年
も
昨
年
同
様
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。令

和
八
年

元
旦

新
年
の
御
寶
牘(

開
運
厄
除
・家
内
安
全
の
ご
祈
祷

札)

を
同
封
い
た
し
ま
す
の
で
、
清
浄
な
場
所
に
お
祀

り
く
だ
さ
い
。

開
運
厄
除

え
と
守
り
本
尊
の
寺

崇
徳
天
皇
菩
提
寺

日
本
八
天
狗

四
国
第
八
十
一
番
霊
場

別
格
本
山

綾
松
山

洞
林
院

白
峯
寺
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除
夜
の
鐘
の
ご
案
内

当
山
で
は
毎
年
大
晦
日
よ
り
元
旦
に
か
け
て
、
午
前
０
時
頃
よ
り
除
夜
の
鐘
の
行
事
を
行
って
お
り

ま
す
。

除
夜
の
鐘
の
行
事
で
は
お
一
人
さ
ま
一
打
一
願
、
一
年
の
計
を
祈
願
し
、
お
参
り
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
除
夜
の
鐘
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
に
は
数
量
限
定
で
先
着
順
に
て
十
二
支
の
土
鈴
を
授
与
い

た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

第
二
次

境
内
整
備
完
了
の
ご
報
告

令
和
六
年
に
引
き
続
き
令
和
七
年
で
も
境
内
並
び
に
参
道
の
再
整
備
を
行
い
ま
し
た

の
で
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

左
記
が
今
年
行
った
主
な
整
備
と
な
り
ま
す
。

・善
如
龍
王
堂
両
脇
の
池
の
整
備

・セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
カ
メ
ラ
の
更
新

・参
道
、
第
二
駐
車
場
、
第
三
駐
車
場
の
雑
木
整
理
、
間
伐

・第
二
、
第
三
駐
車
場
の
案
内
看
板
建
て
替
え

・門
前
排
水
路
の
整
備

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
浄
財
で
こ
の
よ
う
に
整
備
が
で
き
ま
し
た
こ
と
、
深
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

尚
、
工
事
に
あ
た
り
ま
し
て
は
ご
参
拝
の
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑
と
ご
不
便
を
お
か
け
い
た

し
、
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
境
内
、
参
道
整
備
は
続
け
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ご
賛
助
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

合
掌



お
不
動
様
護
摩
祈
願
・供
養
の
ご
案
内

毎
月
二
十
八
日
は
お
不
動
様
の
ご
縁
日
で
す
。

当
山
の
護
摩
堂
に
て
午
前
十
時
頃
よ
り
定

例
の
護
摩
供
を
行
って
お
り
ま
す
。
有
縁
の
皆

さ
ま
、
お
願
い
事
を
ご
希
望
の
方
は
ぜ
ひ
お
参

り
く
だ
さ
い
。※

一
月
、
四
月
、
十
二
月
を
除
く

○
身
代
り
不
動
尊
奉
納
の
お
勧
め

護
摩
祈
祷
殿
に
お
不
動
さ
ま
を
奉
納
し
、

ご
祈
願
・ご
供
養
さ
れ
ま
す
よ
う
お
勧
め
い

た
し
ま
す
。

○
記
念
吊
燈
籠
の
お
勧
め

当
山
の
お
堂
に
燈
籠
の
奉
納
を
お
勧
め

い
た
し
ま
す
。

炎
の
仏
さ
ま

身
代
り
不
動
尊

奉
納
料
一
体

五
万
円

お
名
前
、
お
願
い
事
を
記
入
の
上
、

護
摩
祈
祷
殿
に
奉
納
い
た
し
ま
す
。

記念燈籠
３０万円

萬燈籠
２０万円

お
名
前
、
願
い
事
を
記
入
の
上
、

護
摩
祈
祷
殿
に
奉
納
い
た
し
ま
す
。

護
摩
祈
祷
殿
内
納
経
所
ま
た
は
お
電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

昨年の境内の様子について一部をご紹介いたします。

記
念
石
碑
ご
奉
納
の
お
知
ら
せ

令
和
七
年
に
お
き
ま
し
て
頓
證
寺
殿
宝
前
に
有
縁
の
信
徒
の
方
々
よ
り
記
念
石
碑
を
ご
奉
納
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
左

記
の
通
り
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ご
芳
名

兵
庫
県

楠
原
謙
一
様

お
大
師
さ
ま
ご
入
定
千
二
百
年
記
念
事
業

令
和
十
六
年(

二
〇
三
四
年
）は
お
大
師
さ
ま
の
ご
入
定
一
二
〇
〇
年
の
記
念
の
年
に
当
た
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
記

念
燈
籠
の
ご
奉
納
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

一
、
記
念
大
燈
籠
奉
納

一
基
四
十
万
円

一
、
六
角
猫
足
燈
籠
奉
納

一
基
三
十
万
円

一
、
萬
燈
籠
奉
納

一
基
二
十
万
円

一
、
記
念
碑
建
立

一
口
五
十
万
円
よ
り

一
、
頓
證
寺
殿
用
饒
鉢

一
対
三
十
万
円

一
、
水
子
地
蔵
奉
納
棚

一
台
四
十
万
円

一
、
手
水
舎
柄
杓
受
置
石

一
対
二
十
万
円

一
、
十
二
支
石
造
幟
立
奉
納
（十
二
種
各
二
体
ず
つ
）
一
体
七
十
万
円

正
月
大
護
摩
法
（
一
月
）

大
般
若
経
お
加
持
法
要

（
十
一
月
）

紅
葉
（
十
一
月
頃
）
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